
撮影日 平成30年2月17日

撮影日 平成30年2月17日

C工区 西側掘削状況②

撮影日 平成30年2月16日

撮影日 平成30年2月19日 6

・No.2+10～3+00付近

No.2+10↓No.3+00↓

No.3+00↓

No.3+00↓ No.2+10↓

↓No.3+00

No.2+10↓

(旧栗東町廃棄物埋立地由来

の廃棄物混じり土の掘削)

家庭系ごみ層

敷地境界からの掘削

①

②

③

④

C工区 西側掘削状況③
(旧栗東町廃棄物埋立地由来

の廃棄物混じり土の掘削)
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撮影日 平成30年2月16日

撮影日 平成30年2月26日

撮影日 平成30年2月26日

家庭系ごみ層
→残置

家庭系ごみ層
→残置

覆土層
→残置

家庭系ごみ層の主な内容
・ビニール袋
・びん
・プラスチック類 等

・鉛直遮水工施工箇所の掘削
→地山を確認し掘り止め。

施工状況

①

②

写真
①掘削後の状況(No.2付近)
②家庭系ごみ層の近景



No.3+00↓ No.2+10↓

C工区 西側掘削状況④

No.5

No.7+10

D工区
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No.3No.4 No.2 No.1

C工区
B工区

(掘削完了後)

撮影日 平成30年2月26日

No.0

平面図

No.4 No.3 No.2+10
No.1

No.2

土質調査結果
平面図

縦断図
(西側)

※既往資料、土質調査結果等に基づく想定地質であるため、実際とは異なる場合があります。

。
【結果】
●事前の土質調査により、以下の２点が判明。

①調査孔C-5で現地盤高(EL=131.9m)から約
6m付近(EL=125.9m)まで家庭系ごみが埋め立
てられていた。

②二次対策工事で実施する遮水工の外側に
家庭系ごみが帯水層(沖積層、砂質層)と接し
ている。
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EL=140.0m

EL=130.0m

EL=120.0m

Kc3

Ks3

A



鉛直遮水工、側面遮水工の範囲

掘削面の地質状況を踏まえた
鉛直遮水工の延伸範囲

Ｂ工区

Ｃ工区

Ｃ工区付近概略平面図

側面遮水工
（変更位置）
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移動経路

現場事務所

C工区
掘削現場

移動手段
バスを
ご利用ください

注意事項
見学箇所は掘削法面に隣接しており、足元も悪いため危険です。
指示に従い安全に行動していただきますようご協力お願いします。

服装
①防塵マスク
②ヘルメット
③軍手
④長靴等

現場を見学されるにあたって

撮影日 平成29年5月23日
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